
平成２５年度のテーマ 「あたりまえのことがあたりまえに行われる学校づくり」

平成２５年度の重点目標

「挨拶ができる・時間を守る・身だしなみを整える」（生徒）

・生徒も職員も保護者も、気持ち良い挨拶が交わせるように心を拓こう

・社会人の基本である「時間を守る」を徹底しよう（授業・提出物等の期限厳守）

・「チーム向陽」のユニフォームである「制服」とふさわしい「頭髪」、身だしなみ

「本校の使命を理解し、組織で協働し誠実に実行する」（職員）

・ 部、学年、教科がそれぞれ組織として確立し、機能することを目指す

・ 報告、連絡、相談が適切に行われ、必要な情報を共有し組織的に教育活動を行う

学校運営上のポイント

１ 安心･安全な学校 （物理的・心理的な安心･安全な環境整備）

施設･設備の点検、生徒･職員の健康･事件事故の防止･適切な対応、

いじめ･暴力・体罰・セクハラを見逃さない

相談･面談による生徒理解、協働関係

２ 生徒指導の充実（気にかける･声をかける･手間をかける）

挨拶･時間･身だしなみ･清掃の徹底、ルールを守るからマナーの向上へ

３ 実態に即した基礎基本の学力の定着と向上（学力把握と到達目標の設定、指導）

新学習指導要領に基づく、指導内容、評価等を各教科で検討し、反映させる

授業秩序の確立 授業のルール（チャイム着席、起立･礼、態度）の徹底

学習の基本の徹底 （ノート、提出物は必ず出させる・集める、発表）

成績不振者の意識改善、学力上位者へのフォロー対策

教科、学年連携の授業観察や授業研究等チームを組んで生徒の実態把握と改善

若手教員の育成と支援

４ 組織的･計画的な進路指導（見える進路･あきらめない進路、キャリア教育の推進）

入学時から、全ての場面、全ての活動が進路に繋がる指導であることを意識し

生徒に「生き方」を意識させ、保護者への啓発、職員相互の協働関係を築こう

５ 保護者･地域との相互協力による教育力の向上

地域への学校施設の開放、開放講座、公開授業や学校評価アンケートへの協力

地域の中･小学校との連携による授業公開、授業研究

保護者の活動の活性化、学校教育への参画を促す

６ 入学志願者の確保

中学校訪問（入学した生徒の情報交換、学校説明）、出前講座、進路説明会

中学生･保護者の見学、本校主催説明会への参加を促す

７ 普通科福祉コースと福祉教育拠点校としての役割

福祉コースの開設（２５年度生３年次）と介護職員初任者研修の実施に向けた年

次計画及び拠点校としての役割の実行

＊ 危機管理意識を持ち、不祥事を起こさない、起こさせない、厳しく温かい職場環境

入学した生徒を、少しでも向上させて卒業させることが信頼に応えること


